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水 野 真 一
スペックル写真法はレーザー光の高い可干渉性によって生ずるスペックルの移動を写実的に
検出して粗面の変位や変形を測定する方法で,拡散面に完全に非接触かつ簡単な光学系で高感
度の測定ができることが特徴である｡スペックル写真法では粗面の変位 ･変形前後のスペック
ル模様を2重露光したネガ(スペックルグラム)をレザービームで照射して生ずるヤング縞の
空間周波数と方向からスペックル移動の大きさと方向が得られ,それらより変位 ･変形の値や
方向が求まる｡ ヤング縞は自動読み取りに適したパターンであり,その空間周波数と方向を高
精度に自動測定することは実用的にも重要である｡本研究はこの目的のために開発されたスペ
ックルグラムの自動解析装置を完全に動かし,特にヤング縞の自動読み取 りの手法を確立する
ために行なった｡自動解析装置はマイコンで制御され,可動鏡によりスペックルグラムの任意
位置をレーザービームで走査し,生ずるヤング縞を1次元イメージ･センサーで受けてその空
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